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十
二
月
議
会
が
六
日
か
ら
開
会
さ
れ
、九
名
が
一
般
質
問 

平
成
三
十
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
長
瀞
町
地
域
経
済
け
ん
引

事
業
の
促
進
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
、
町
税
の
一
部

改
正
の
条
例
の
認
定
、
な
ら
び
に
指
定
管
理
者
の
指
定
、
長
瀞
町
副
町
長

の
選
任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ

い
て
な
ど
を
審
議
し
、田
村
議
員
は
い
ず
れ
も
賛
成
し
ま
し
た
。 

「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
秩

父
地
区
労
働
組
合
連
合
会
等
か
ら
出
さ
れ
、
田
村
議
員
は
賛
成
し
ま
し

た
が
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 一
、
憲
法
二
十
五
条
で
国
民
の
権
利

と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
生
活
保
護

の
過
去
五
年
間
の
推
移
と
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か 

二
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
感
が

強
い
が
、
小
鹿
野
、
皆
野
町
で
も
均

等
割
の
減
免
が
実
施
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
が
長
瀞
で
は
ど
う
か
。 

三
、
通
学
路
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
考
え
は
？ 

当
局
答
弁 

一
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三
十
年

度
に
か
け
て
、
二
十
世
帯
後
半
か
ら

三
十
世
帯
前
半
で
推
移
。
町
の
健
康

福
祉
課
で
相
談
を
受
け
つ
け
、
秩
父

福
祉
事
務
所
で
受
給
を
判
断
し
て
い

る
。 

二
、
県
が
示
す
国
保
税
の
算
定
方
式

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
新
た
な
減
免
は
考
え

て
い
な
い
。 

三
、
学
校
の
施
設
内
に
は
無

い
が
、
通
学
路
は
現
在
調
査

中
。
危
険
個
所
に
は
赤
色
テ

ー
プ
を
取
り
付
け
て
い
る
。 

  

田
村
議
員
の
感
想 

一
、 

答
弁
は
要
領
を
得

ず
、
国
民
の
権
利
と

し
て
生
活
を
守
る
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
な
い
感

が
残
る
。 

二
、 

近
隣
町
で
実
施
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
減
免
す
る
考
え

は
な
い
と
い
う
の
は 

三
、 

事
故
が
起
こ
る
前
に

修
理
を
、
国
か
ら
補
助

も
。 

 

 

７
月
２
日
ス
タ
ー
ト
！ 

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
電
子
版 

 

魅
力
は
紙
面
が
丸
ご
と
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
で
読
め
る
こ

と
。
い
ま
、
他
党
派
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
こ
ち
ら 

 
http:/w

w
w

.jcp.or.jp/
 

ぜひ、ご一読を 

○暮らし、福祉問題、国会論戦、

地方議会の決議、弁護士、学者、

市民団体、青年の運動を一番詳

しく報道する「しんぶん赤旗」 

○共産党は政治腐敗の温床とな

る政党助成金を受け取っていま

せん。募金のご協力を！ 

生活相談は下記へ 
田村つとむ 26-7528 長瀞町本野上 178-1 

十
二
月
定
例
議
会
報
告 

 

田
村
議
員
の
一
般
質
問 

 

憲法 25 条の生存権…生活保護受給は国民の権利の行使 

現実には権利行使に三つの障害 

① 保護受給はほどこしだ、恥だなどの誤った宣伝…某大臣過去の発言等。 

② 知らされていない、周知が徹底されてない。 

③ 水際作戦（申請前にいろいろな理由を言って追い返す） 

 

 

 
 

 

  憲法 25 条 （１）すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生

活を営む権利を有する。（２）国は、すべての生活部面について、社

会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならな

い。 

２０１７年度の自治体別保護相談件数と新規申請数（受給数） 

          相談件数   受給数 

長瀞町  14件      8件（長瀞町では 11月現 

皆野町  28件     14件 在合計 41世帯） 

小鹿野町  27件     12件 

秩父福祉   9件     9件 

       受給に至るまでには資産、預貯金などの有無がありま             

       すが申請は自由にできます。 

  

請
願
一
件 

「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
」
が
秩
父
地

区
労
働
組
合
連
合
会
、
秩
父
民
主
商
工
会
、
新
日
本

婦
人
の
会
秩
父
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


